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1985 40,419,652 8,059,624 19.94% 8,354,679 20.67% 6,489,282 16.05% 1,865,397 4.62%
1995 44,553,710 10,321,012 23.17% 11,711,066 26.29% 8,760,336 19.66% 2,950,730 6.62%
































































































































































人口との比率 図2  プロテスタント信徒の年齢分布
8囲気が、プロテスタント離れを起こし、カトリッ
クを伸ばしたことも考えられよう。
　また、あまりプロテスタント離れを起こしてい
ない2005年時点での35－39歳は、現在は40－44歳
であり、民主化した1987年では17－21歳であって、
民主化運動が盛んな時期に学生時代を過ごしたい
わゆる386世代と韓国でいわれる年齢層とも重なっ
ている。386世代は、他の世代と異なり、反米思考
が強く、権威に対する反感が強いといわれている。
権威を重んじるとの印象が強いカトリックに対し
て、この世代は抵抗を感じ、プロテスタント離れ
をあまり起こしていないのかも知れない。
　第二の1997年の通貨危機と第三の1998年の金大
中大統領誕生であるが、これはほぼ同じ要因とし
ても考えられる。プロテスタント離れを起こして
いる今年70－74歳以下は、通貨危機当時57歳－61
歳以下である。この年齢層はまだ定年前で働いて
いたはずであり、通貨危機の影響で所得や生活の
変化がその上の世代に比べて大きかったと思われ
る。また、通貨危機が発生した時期の大統領はプ
ロテスタント信徒である金泳三であり、通貨危機
を克服した時期の大統領がカトリック信徒であっ
た金大中であることを考えると、通貨危機によっ
て信徒の中でプロテスタントに対するイメージが
悪化した可能性は拭い去れない。
　国勢調査の結果では、金大中大統領がカトリッ
ク信徒の増加に拍車をかけた要因の一つであるこ
とをある程度示唆する部分がある。キリスト者に
おけるプロテスタントとカトリックの割合は道（県
に該当）ごとに差異が見られるが、1995年から
2005年にかけての全キリスト者におけるカトリッ
ク信徒の比率は、1985年から1995年に比べると、
金大中の支持基盤である全羅北道・南道で最も伸
び率が高い。全キリスト者におけるカトリック信
徒の比率は、全国平均では1.48倍に伸びたが、全
羅北道では1.63倍、南道では1.64倍である。
　ただし、広域市（政令指定都市に該当）を見れば、
その限りではない。同じく金大中の支持基盤であ
る光州広域市におけるカトリック信徒の比率は、
1.34倍しか増加していない。もっともソウル特別市を除く
広域市におけるカトリック信徒の伸び率はすべて
全国平均を下回っているため、道と広域市は区別
して考察する必要があろう。なぜ広域市での伸び
率が低いのかは説明できないが、金大中大統領の
就任が、カトリックが伸びてプロテスタントが伸
び悩む要因の一つである可能性はあり得よう。
　韓国において、プロテスタントが伸び悩み、カ
トリックが伸びているのは、これらの要因が複合
的に重なったことによるものかも知れない。本稿
では、この問題について、明確な答えは出せない。
しかし、これは「日韓教会交流史研究」でも扱う
べき問題である。韓国におけるキリスト者の変化
は、これからの日韓教会交流でも影響を与えると
考えるからである。「日韓教会交流史研究」では、
これらの問題も含めた日韓教会の交流について、
幅広く研究していきたいと考えている。
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